
題号 "ゆいっこ "は、古くは若者たちによる共同農作業という素朴な集団の呼称として使われて
いましたが、この互助精神が福祉の精神そのものと思い、社会福祉協議会広報の題名にしました。
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赤
い
羽
根
共
同
募
金

　
集
め
ら
れ
た
募
金
は
、
岩
手
県
共
同
募
金
会
に
納
め

ま
し
た
。
そ
の
後
、
申
請
に
よ
り
、
令
和
2
年
度
に
各

福
祉
団
体
に
配
分
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
一
戸
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
め
お
と
長
寿
祝
い
品

贈
呈
事
業
、
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
事
業
、
広
報
誌

発
行
事
業
、
シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
催
事
業
な
ど
に

使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動

　
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
義
援
金

総
額　
　
　
　
　
　
　
　

円
は
、

上
記
の
と
お
り
町
内
の
要
援
護
世
帯

な
ど
へ
、民
生
委
員
を
通
じ
歳
末
激

励
金
と
し
て
配
分
い
た
し
ま
し
た
。

　
皆
様
の
本
運
動
への
ご
理
解
と
ご

協
力
に
対
し
ま
し
て
、
関
係
者
一
同

心
か
ら
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
元
年
12
月
１
日
に
民

生
委
員
児
童
委
員
の
任
期
満

了
に
伴
う
、
全
国
一
斉
改
選

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
も
終
わ
り
令
和
と

な
っ
た
現
在
、
価
値
観
の
超

多
様
化
に
伴
い
地
域
社
会
の

あ
り
方
も
大
き
く
変
わ
り
、

地
域
で
泣
い
て
い
る
子
供
を

見
て
も
「
大
丈
夫
？
」
と
声

を
か
け
る
事
に
さ
え
怖
さ

を
感
じ
ま
す
。『
相
談
』す
る・

さ
れ
る
。
そ
れ
は
い
つ
も
近

く
に
居
た
、良
い
意
味
で“
お

節
介
さ
ん
”
に
な
る
事
。
こ

れ
こ
そ
が
地
域
社
会
活
動
の

最
初
の
一
歩
。
1
人
の
少
し

の
思
い
と
行
動
で
地
域
は
変

わ
り
ま
す
。

　
1
人
で
悩
ま
ず
相
談
し
て
み

ま
せ
ん
か
！
民
生
児
童
委
員
は

関
係
機
関
へ
の
繋
ぎ
役
に
な
り

ま
す
。

　
民
生
委
員
制
度
は
１
０
０
年

余
り
が
経
過
。
新
た
な
１
０
０

年
を
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
制
度
へ
の
理
解
と
ご
協
力

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

令
和
元
年
度
赤
い
羽
根
共
同
募
金
・
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

令
和
元
年
度
赤
い
羽
根
共
同
募
金
・
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

　　
総会後の歓送迎会にて、退任する委員への花束贈呈と新任役員の紹介が行われました。

民生委員児童委員委嘱状伝達並びに一戸町社会福祉委員
委嘱状伝達式

小鳥谷小学校

歳末たすけあい募金配分内訳

地域子育て支援センターのびのびの活動に役立
てられました。

奥中山小学校

（円）

一戸小学校

納
入
実
績
報
告

納
入
実
績
報
告

2,633,050 円
戸別募金

4,677 円

435,000 円

街頭募金

法人募金
95,713 円

学校募金
30,322 円

45,798 円

職域募金

その他

赤い羽根共同募金赤い羽根共同募金
収納金額内訳収納金額内訳

～
皆
さ
ま
か
ら
の
あ
た
た
か
い
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
～

～
皆
さ
ま
か
ら
の
あ
た
た
か
い
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
～

一戸町民生委員・児童委員一覧

主任児童委員の部

任期令和元年 12月1日～令和 4年 11月30日　
事務局一戸町民生児童委員協議会（社会福祉協議会内）

〇は新任　※欄地区は人選中

民生委員児童委員です

こんにちはこんにちは

地域の身近な相談役

No. 担当地区 氏名

1 越田橋 ※

2 八幡町 平　井　郁　子

3 下町 三　﨑　松　一

4 小井田 ※

5 横町・中町 市　澤　昭　治

6 上町・北舘 〇齊　藤　吉　夫

7 袋町１ 熊　澤　与　徳

8 袋町２ 〇袋　舘　龍太郎

9 向町 千　葉　隆　正

10 野田・野田坂 田　代　ヒサ子

11 中道・永代町 峠　　　由美子

12 中田 八　森　百合子

13 古舘平 安　江　幸　子

14 樋ノ口・小滝 門　馬　久　子

15 西法寺 大　澤　アキ子

16 稲荷 鳥　海　洋　子

17 駅前・諏訪野 小野寺　多美子

18 元諏訪野 米　田　キ　ヌ

19 関屋１ 畑　中　美枝子

20 関屋２女鹿口 田　村　みえ子

21 女鹿・下女鹿 〇女鹿舘　千　福

22 上女鹿 〇中　崎　敏　美

23 蛇ノ島・上小友・大谷地 後　反　正　美

24 小友１・２ 〇釜　谷　一　美

No. 担当地区 氏名

25 半在家・下小友 〇東　山　　　智

26 袖子田・中里２ 工　藤　ユ　キ
27 中里１・赤屋敷 〇舘　　京　子

28 泉田・月舘稲荷・赤屋敷 永　田　房　子

29 大屋敷・上月舘 荒屋敷　和　子

30 岩清水・泉沢 泉久保　義　昭

31 出ル町・与羽 向久保　サナエ

32 平船・楢山 中　村　育　子

33 双畑 〇下　谷　悦　夫
34 来田 下　坪　義　勝

35 八木沢 田　村　正　人

36 川原田平・悪戸平 鈴　木　昭　二

37 過利石・滝ノ沢・中野平 柴　田　正　栄

38 沢田 三　﨑　　　稔

39 田中 ･ 子守 ･ 地切 山　田　文　男

40 中瀬･野崎･中村・野磯鶏 三合堂　桂　子

41 小姓堂女鹿口 ･ 川又・野中 女ケ澤　富士雄

42 穴久保 ･ 女ケ沢 岡　田　敏　夫

43 野里 ･ 中屋敷 家　子　美奈子

44 仁昌寺 大　欠　まり子

45 居也・中村 ･ 道地・駒木 中　村　章　三

46 高屋敷 ･ 若子内 髙屋敷　　　亮

47 平糠 1.2.3（落合）4.5 〇柿　木　のり子

48 小繋 〇立 花 　 五 十 三

No. 担当地区 氏名
49 田子 立　花　　　聡
50 火行・田中開拓 土　坂　栄　子
51 姉帯 1（侍村・野馬鹿・川久保） ※
52 姉帯 2（門前・鬼渕・馬場） 昆　　　清　一
53 姉帯3.4（下村・名子根・上里） 瀧　澤　次　男
54 面岸 ･ 面岸開拓 〇田　村　晴　彦
55 奥中山 1 中　嶌　弘　身
56 奥中山 2.3 福　田　　　勝
57 奥中山 4 白　畑　幸　雄
58 摺糠 ･ 切掛 ･ 軽井沢 〇中　嶌　　　新
59 宇別 西　舘　重　昭
60 旧中山 ･ 釜石 釜　石　文　雄
61 笹渡 ･ 二戸郷 ･ 家向 〇坂　本　　　登
62 日蓄 ･ 岳川 ･ 豊ヶ丘 松　野　あい子
63 上下田子 ･ 袖ケ沢 早　坂　　　隆

No. 氏名
1 南　舘　富　子
2 〇西　條　せい子
3 大　欠　清　身

生活困窮世帯（60 件） 370,000

寝たきり高齢者（53 件） 265,000

ひとり暮らし高齢者（435 件） 1,522,500

高齢者夫婦世帯（83 件） 415,000

認知症高齢者（13 件） 65,000

母子・父子世帯（23 件） 115,000

障がい児・障がい者（6 件） 30,000

子育てサークルいちはぴ、地域子育て支援センターのびのび
（2 件） 60,000

配分事務費 130,000

社会福祉協議会地域福祉活動事業費 203,370

合　　　計 3,175,870

3,244,560円3,244,560円合計

小中学生は校内募金活動、高校生は街頭募金活動に取り組んでくれました。
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平糠地区サロンばあばの会の皆さん。個性豊かなしめ縄完成です。

姉帯地区サロン笑おう会の皆さんによる
調理の様子。

雪の降る中、一生懸命活動していただきました。

目隠しをして車いす体験をする児童

花束や記念品を手にご家族と並び祝福を受け
る石嶋菊五郎様

稲森冨藏様
悪天候にも関わらず多くのお客様で賑わいました。

姉帯で採れた野菜をふんだんに使った
2/27 の昼食。

老若男女問わず多くの来場者で賑わった「いちのへ
手しごと市」

学生ボランティア Rapport の 2 人とワークショップ
を楽しむ子ども達

ふれあいランド岩手にて寄贈式典が開かれました。

ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
開
催
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
平
糠
／
姉
帯
）

岩
手
県
立
大
学
生
に
よ
る
子
ど

も
向
け
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
　

　
　     

in
い
ち
の
へ
手
し
ご
と
市

車
い
す
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た

福
祉
バ
ザ
ー
大
盛
況

祝
100
歳
の
お
誕
生
日

奥
中
山
地
区
ス
ノ
ー
バ
ス
タ
ー
ズ
出
動

一
戸
南
小
学
校
キ
ャ
ッ
プ

ハ
ン
デ
ィ
体
験

　
2
月
18
日
に
１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
た
石
嶋
菊
五
郎
さ
ん
と
、
3
月
9
日
に
同
じ

く
１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
た
稲
森
冨
藏
さ
ん
の
百
寿
を
祝
う
会
を
そ
れ
ぞ
れ
ご
自
宅

に
て
行
い
ま
し
た
。

　
一
戸
町
か
ら
は
敬
老
年

金
と
お
祝
い
の
花
束
、
一

戸
町
社
会
福
祉
協
議
会

か
ら
は
記
念
品
が
贈
呈
さ

れ
、
ご
家
族
も
一
緒
に
長

寿
を
祝
い
ま
し
た
。

　
同
じ
西
法
寺
諏
訪
野
に

お
住
ま
い
で
、
今
も
元
気
に

ご
自
宅
で
暮
ら
さ
れ
て
い

る
お
二
人
。
い
つ
ま
で
も
お

元
気
で
お
過
ご
し
下
さ
い
。

　
一
戸
町
体
育
館
で
2
月
7
日
、
福
祉
バ
ザ
ー
を
開

催
し
ま
し
た
。
町
民
の
皆
様
か
ら
提
供
し
て
頂
い
た

バ
ザ
ー
品
を
一
戸
町
婦
人
会
の
方
々
の
協
力
で
販
売

し
ま
し
た
。

　
今
年
度
バ
ザ
ー
収
益
金
は
８
８ 

８
９
７
円
で
し

た
。
こ
れ
は
一
戸
町
社
会
福
祉
協
議
会
が
実
施
す

る
地
域
福
祉
事
業
費
に
充
て
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
皆
様
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
1
月
23
日
、
公
益
社
団
法
人
「
小
さ
な
親
切
」

運
動
岩
手
県
本
部
車
椅
子
寄
贈
式
が
行
わ
れ
、
一

戸
町
を
含
む
県
内
3
か
所
の
市
町
村
社
会
福
祉
協

議
会
へ、
車
椅
子
が
1
台
ず
つ
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
寄
贈
さ
れ
た
車
椅
子
は
、
通
院
時
移
送
支

援
サ
ー
ビ
ス
事
業
や
車
椅
子
無
料
貸
与
事
業
等
へ

活
用
し
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
１
月
７
日
、
8
日
の
２
日
間
、
奥
中
山
地
区
ス
ノ
ー
バ
ス
タ
ー
ズ
事
業
を

行
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
奥
中
山
中
学
校
生
徒
延
べ
30
名
程
の
協
力
で
、
一
人
暮
ら
し
高

齢
者
宅
7
件
と
介
護
予
防
拠

点
施
設
お
達
者
か
ぁ
ー
ん
の

雪
か
き
を
行
い
ま
し
た
。

　

奥
中
山
地
区
ス
ノ
ー
バ
ス

タ
ー
ズ
は
１
９
９
３
年
か
ら

27
年
間
続
い
て
お
り
、
地
域

住
民
相
互
の
助
け
合
い
が
重

要
視
さ
れ
る
今
、
更
な
る
発

展
を
目
指
し
て
活
動
を
支
援

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
１
月
28
日
、
一
戸
南
小
学
校
4
年
生

を
対
象
に
キ
ャ
ッ
プ
ハ
ン
デ
ィ
体
験
を
行

い
ま
し
た
。

　
今
回
は
ア
イ
マ
ス
ク
や
白
杖
、
車
椅
子

を
用
い
て
、
身
体
の
不
自
由
な
方
の
日
常

生
活
に
お
け
る
障
害
を
体
験
し
ま
し
た
。

体
験
を
終
え
た
生
徒
か
ら
は
「
思
っ
て
い

た
よ
り
大
変
だ
っ
た
」「
困
っ
て
い
る
人
が

い
た
ら
助
け
て
あ

げ
た
い
」
と
の
感

想
を
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
体
験
が
障

が
い
者
、
高
齢
者

理
解
へつ
な
が
っ
て

い
く
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

　
令
和
元
年
11
月
23
日
、
24
日
に
、
萬
代
館
で
い
ち
の

へ
手
し
ご
と
市
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
出
店
す
る
ク
ラ
フ
ト
作
家
も
来
場
者
も
若
い
女
性

が
多
く
、
中
に
は
小
さ
な
お
子
様
連
れ
の
方
も
。
そ

こ
で
作
家
も
来
場
者
も
安
心
し
て
イ
ベン
ト
を
楽
し
め

る
よ
う
に
、
町
内
外
の
子
ど
も
た
ち
も
た
く
さ
ん
来

場
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
と
、岩
手
県
立
大
学
生
ボ
ラ

ン
ティ
ア　
　
　
　
　
　
に
よ
る
子
ど
も
向
け
ワ
ー
ク

シ
ョッ
プ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
折
り
紙
、
工
作
、
キ
ッ
ズ
ネ
イ
ル
な
ど
子
ど
も
た

ち
は
大
は
し
ゃ
ぎ
。
イ
ベン
ト
終
了
後
に
は
、
出
店

し
た
ク
ラ
フ
ト
作
家
か
ら
学
生
へ
感
謝
の
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

　
ば
あ
ば
の
会
（
海
外
和
子
代
表
／
平
糠
）
は
、
令
和
元
年
11
月
19
日
に
平

糠
第
1
集
会
所
で
正
月
飾
り
作
り
を
行
い
ま
し
た
。
御
所
野
縄
文
博
物
館
よ

り
講
師
を
招
き
、
参
加
者
同
士
協
力
し
合
い
な
が
ら
縄
を
な
っ
て
、
木
の
実
や

葉
で
飾
り
を
付
け
て
…
。
1
人
1
つ
思
い
思
い
の
作
品
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　
笑
お
う
会
（
昆
清
一
代
表
）
は
、
令
和
2
年
2
月
27
日
に
姉
帯
多
目
的

集
会
所
に
て
令
和
元
年
度
慰
労
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
日
の
メ
ニ
ュ
ー

は
豚
汁
、
お
に
ぎ
り
、
お
浸
し
、
酢
の
物
。
み
ん
な
で
作
り
、
食
べ
て
、
褒

め
合
っ
て
、
笑
顔
に
な
っ
て
。

　
来
年
度
も
元
気
に
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

できごとできごとFLASH

初めて触れる白杖に興味津々

,
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　かつて一戸では当たり前だった活気ある地域づくり、誰もが自然に手を差し伸べ支え合い助け合える地
域づくり…そんな光景を再び一戸に取り戻したい！！社会福祉協議会は、住民が手と手を取り合い支え合
う地域づくりの実現を目指しています。このページでは町内の住民主体による地域活動によって、地域が
元気になり様々な「つながり」が生まれていく様子を毎号シリーズで紹介していきます。

つなぐて・と・て  
つながる地域

社協からのお知らせ
pa r t 4

子育てサークルいちはぴ /子育てフリーペーパーNOHEBA(ノヘバ)/CURROズholiday

地域活動でお困りのことはありま
せんか？

令和２年度各種「社協の保険」
の受付を開始します

日本赤十字社活動資金増強運動
がスタートします！！

在宅高齢者の介護保険サービス
利用についてご相談ください

オレンジカフェさくらの会のご案内

通院時移送支援サービスの運転
ボランティアを募集します
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取
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す
る
の
は
、

CURRO

ズholiday

（
代
表
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。
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マ
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た
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介
し
合
い
、
マ
マ
友
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ト
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ー
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動
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が
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が
り
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あ
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。
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お
互
い
に
連
携
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発
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。
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が
、
こ
れ
か
ら
も
住
民
に
よ

る
自
主
的
な
取
り
組
み
を
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

　令和 2 年度日本赤十字社活動資金増強運動が、5 月1
日より全国一斉にスタートします。
　皆様から頂く資金は、日本赤十字社が行う献血活動、
災害救助活動などに役立てられます。４月末～５月にかけ
て、各地区行政連絡員または班長が各世帯を訪問します
のでご協力の程お願いいたします。

事務局：日本赤十字社一戸町分区
　　　　（一戸町社会福祉協議会内 / ☎　33-3385）

　一戸町社会福祉協議会では、高齢者の方々が介護が必要
になってもご自宅での生活が続けられるように介護保険サー
ビスの利用をお手伝いする「居宅介護事業」を行っています。

在宅高齢者の介護保険サービス利用に関してお困りのこと
がございましたら、お問い合わせください。
問い合わせ先
一戸社協指定居宅介護支援事業所 / ☎　33-3621

　認知症の方もそうでない方も、気軽に立ち寄りお茶を飲
みながら、元気に地域で暮らし続けるためのサポートをし
ます。お気軽にお立ち寄りください。

日時：毎月第 3 土曜日　午後 1 時 00 分～午後 3 時 00 分
　　 令和2年4月18日（土）、5月16日（土）、6月20日（土）
場所：一戸町コミュニティセンター視聴覚室
参加費：100 円
問い合わせ先
一戸町地域包括支援センター
/ ☎　32-3700

　一戸町社会福祉協議会では、介護を要する方の通院時
移送支援サービス運転ボランティアを募集します。お申し
込み、お問い合わせは下記までご連絡ください。

資格：①普通自動車第二種免許所持の方
　　　②自家用有償運送運転者講習を受講された方また
　　     は受講可能な方（2 日間程度）
          いずれかに該当する方で 70 歳未満の方
締め切り：令和 2 年 4 月10 日（金）
申し込み/問い合わせ
一戸町社会福祉協議会内 / ☎　33-3385

　一戸町社会福祉協議会では、ボランティア活動やサロ
ン活動等を行う個人や団体に対して、令和 2 年度各種「社
協の保険」申込受付を 4 月1 日（水）より開始します。

保険の種類：ボランティア活動保険 / ボランティア行事用
　　　　　　保険／ふれあいサロン・社協行事傷害補償 /　　　　　  
                     福祉サービス総合補償 / 送迎サービス補償
問い合わせ先
一戸町社会福祉協議会内 / ☎　33-3385

　「町内会で研修会をしたいが内容や講師に困っている」
「新たに地域でサロン活動を行いたいがどう始めたらよい
か？」「地域活動を活発にしたいが人手不足だ」…こんな
悩みはありませんか。
　住み慣れた町でいつまでも生活できるよう、生活支援
コーディネーターや認知症地域支援推進員が地域活動の
お手伝いを行います。町内どこでもかけつけます。ご相談
ください。

問い合わせ先
一戸町社会福祉協議会内 / ☎　33-3385

子育てサークルいちはぴのお下がり交換会の様子。

2 月 13 日に一戸町民文化センターで行われたバレンタイン献血活動の様子

ママもパパもそうじゃない方も、子育てサークルい
ちはぴの活動をぜひ一度のぞいてみてください。

2 月 6 日に開催された CURRO ズ holiday のス
タッフの皆さん。ママの体のケアは心のケア、
スタッフとの会話に涙ぐむママも。

インスタグラム

ブログ

ママ友によるママ友のための参加型フリーペーパー
NOHEBA（上）と制作中のママたち（下）。発行部
数は 300 枚。町内外 23 か所の公共施設や店舗等に
配布しています。
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寄付御礼 害義援金募集のお知らせ災

社会福祉法人一戸町社会福祉協議会
〒 028-5321  一戸町一戸字砂森 93-2（一戸町総合保健福祉センター内）    
 TEL　0195-33-3385　/　 FAX　0195-33-2737
ホームページ　http://ichinohe-shakyo.jp/

　新型コロナウイルスにより、家庭も学校も仕事も日常生活におけるすべてが想定外に動い
た3月。一戸社協でも一部サービスを中止しているものもあり、ご迷惑をおかけしております。
事態の影響が少しでも軽減されるよう、皆さんもメディアの情報に惑わされず、手洗いうが
いの徹底などできることから実践しましょう。
　このような状況ではありますが、まもなく新年度。夢や希望を胸に、進級進学を心待ち
にする子どもたちの声が聞こえています。同様に一戸社協も新年度大きく体制が変わります。　　
1年間、広報をご覧いただきありがとうございました。今後も更に充実した内容で、住民
の皆さんに地域の福祉情報をお届けできるよう努めていきます。（小野寺）

子育てフリーペーパーNOHEBA～ノヘバ～（発
起人菅原省子様／澤藤有佳様）を執筆中の皆さ
ん。子育て中のママなら誰でも、いつでも参加
できて、何でも書いていい「フリースタイル」。
町中で見かけたら、皆さんもぜひ手に取ってみ
てください。（P6参照）

編集後記 表紙の紹介

（令和元年 11月21日～令和 2 年 3月19日取り扱い分）
◆一戸町社会福祉協議会への寄付
２月 7 日に行われた高齢者作品展売上金よりご寄付頂
きました。
・一戸町母子寡婦福祉協会（会長高橋カヨ様）　
   　　　金　  ５，０００円　也
・匿名　金　  １，２００円　也
当会事業利用者ご遺族様よりご香典返しとしてご寄付
頂きました。
・匿名　金　  ３，０００円　也
◆一戸町社会福祉基金への寄付
1 月26 日に行われたチャリティーショー収益金の一部を
ご寄付頂きました。
・一戸町文化協会（会長小野寺善一様）
   　　　金　５２，５６３円　也

　頂きましたご寄付は、町の社会福祉事業推進のため、
活用させていただきます。ありがとうございました。

　社会福祉協議会では、被災された方々を支援するための義援
金を次の通り受付しております。頂いた義援金は岩手県共同募金
会や日本赤十字社岩手県支部を通じて全額被災地の方々へ届け
られます。皆さまのご協力をお願いいたします。
平成３０年７月豪雨災害義援金
　（受付期間：令和２年３月３１日まで）
令和元年８月豪雨災害義援金
　( 受付期間：令和２年 8 月 31 日まで )
東日本大震災義援金
　( 受付期間：令和 3 年３月３１日まで )

各種災害義援金については一戸町社会福祉協議会
（TEL 33-3385）までお問い合わせください。

各種相談日程表
法律相談 多重債務相談 くらしの相談窓口 ふれあい相談

開催日

    4 月 14 日（火）
　4 月 28 日（火） 4 月 21 日（火）

月曜日～金曜日
（土日祝祭日・
年末年始休み）

月曜日～金曜日
（土日祝祭日・
年末年始休み）

    5 月 12 日（火）
    5 月 26 日（火） 5 月 19 日（火）

  6 月   9 日（火）
      6 月 23 日（火） 6 月 16 日（火）

時間 10:00 ～ 15:00 10:00 ～ 15:00 8:30 ～ 17:15 8:30 ～ 17:15

場所
二戸消費生活センター

（二戸合同庁舎内）
TEL 23-5800 ※要予約

二戸市総合福祉
センター
TEL　43-3588

一戸町社会福祉協議会
（一戸町総合保健福祉
センター内）
TEL　33-3385

一戸町文化協会小野寺善一会長


